
・南九州の物流拠点を形成する
・地域の基幹産業を振興する
・地域産業の競争力を
　強化する
・就職支援を強化し、
　雇用を拡大する

将来将来にわたってにわたって活力活力あるある
　都城　都城をを維持維持していきます!していきます!

市は、人口減少の抑制対策と人口減少社会に対応したまちづくりを推進するため、令和２年４月に「第２期都市は、人口減少の抑制対策と人口減少社会に対応したまちづくりを推進するため、令和２年４月に「第２期都
城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和２～６年度）を策定。地場産業の振興や子育て支援、移住・定住城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和２～６年度）を策定。地場産業の振興や子育て支援、移住・定住
の促進など、地方創生の実現に向けた取り組みを進めています。　　  ◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23―7161の促進など、地方創生の実現に向けた取り組みを進めています。　　  ◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23―7161

将来将来にわたってにわたって活力活力あるある
　都城　都城をを維持維持していきます!していきます!

急
速
に
進
む
人
口
減
少

全
国
的
に
、
急
速
な
人
口
減
少
が
進
む

中
、本
市
に
お
い
て
も
、国
立
社
会
保
障・

人
口
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
の
人
口
推

計
を
基
に
し
た
推
計
で
は
、
平
成
27
年
に

約
16
万
５
千
人
で
あ
っ
た
人
口
が
、
令
和

42
（
2
0
6
0
）
年
に
は
約
10
万
７
千
人

と
な
り
、
45
年
間
で
６
万
人
弱
の
減
少
を

予
測
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
南
九
州
圏
域
に
お
け
る
産
業

や
経
済
、
教
育
、
文
化
の
拠
点
都
市
と
し

て
の
発
展
を
目
指
し
、
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
の
緩
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。
社
人

研
が
厳
し
い
人
口
減
少
を
見
込
む
中
、
令

和
42
年
の
目
標
人
口
を
13
万
３
千
人
に
設

定
し
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み

第１期総合戦略の主な成果
◦山之口スマートIC供用開始
　（H28.9）
◦UIJターン者　632人採用
　（H27～30）
◦ 6 次化商品　82件の商談成立
　（H27～30）
◦婚活応援団体登録数　21件
　(H30末時点 )
◦Mallmall 中心市街地中核施設整備
　(H30.4)
◦ふるさと納税　日本一
　(H27、H28)

「第２期都城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取り組み概要
地方創生を実現するための６つの目標を定め、各種施策に取り組みます。

・コンパクトなまちづくりを進める
・中山間地域などの維持・活性化を図る
・安心・安全なまちづくりを進める
・公共施設などの長寿命化を進める
・自然環境を保全する

・移住・UIJ ターンを促進する
・高等教育機関などを活性化させる
・医療体制の充実を進める
・協働によるまちづくりを進める

・まちなかの活性化などにより、拠点
性をさらに向上させる
・圏域の広域連携を推進する
・人財育成とデジタル化により、
　市民満足度の向上を目指す

・婚活や出産・子育て支援を充実させる
・学力向上と人間力育成を進める
・国際交流を推進する
・女性の活躍の場を拡
　大する

・歴史と文化資源を継承し、地域への
誇りを醸成する
・観光地を再整備し、観光客を誘致する
・都城の認知度を高め、選ばれる自治
体を目指す

①
転
出
者
の
抑
制

④
暮
ら
し
の
再
構
築

②
転
入
者
の
増
加

⑤
都
市
機
能
の
充
実

③
出
生
率
の
向
上

⑥
対
外
的
P
R
の
推
進

～「第２期都城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定～～「第２期都城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定～
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3030
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

都
城
歴
史
資
料
館

都
城
歴
史
資
料
館
のの
展
示
展
示

都
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
開
館

都
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
開
館
3030
年
を
記
念
し
て
、
全
館
の
展
示
を
数
回
に
分
け
て
リ

年
を
記
念
し
て
、
全
館
の
展
示
を
数
回
に
分
け
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
今
回
は
第
一
弾
と
し
て
、
２・
３
階
の
常
設
展
示
を
７
月
４
日
㈯
か
ら
公

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
今
回
は
第
一
弾
と
し
て
、
２・
３
階
の
常
設
展
示
を
７
月
４
日
㈯
か
ら
公

開
し
ま
す
。
同
時
開
催
の
２
つ
の
企
画
展
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
し
ま
す
。
同
時
開
催
の
２
つ
の
企
画
展
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
課　
☎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
課　
☎
2323

－－

9
5
4
7

9
5
4
7

都
城
の
歴
史
や
文
化
財
が
よ
り
分
か
り

や
す
く
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●
昭
和
の
暮
ら
し
を
再
現

身
近
な
生
活
の
道
具
の
変
遷
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
大
人
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
不
思
議
な
昔
の
道
具

を
紹
介
し
ま
す
。

●
市
内
15
地
区
の
「
イ
チ
オ
シ
文
化
財
」

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
や
代
表
的
な

遺
跡
の
出
土
品
を
紹
介
。
市
内
の
各
地
区

に
ど
の
よ
う
な
文
化
財
が
あ
る
の
か
が
分

か
り
ま
す
。

介
し
ま
す
。

【
展
示
史
料
の
例
】

・�

中
心
市
街
地
中
核
施
設
（M

ま

る

ま

る

allm
all

）

整
備
に
伴
う
出
土
史
料

・�

都
城
志
布
志
道
路
建
設
に
伴
う
出
土
史

料●
会
期

7
月
4
日
㈯
～
10
月
11
日
㈰

※�

月
曜
日
は
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

●
開
館
時
間

9
時
30
分
～
17
時
（
た
だ
し
、
入
館
は

16
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料

大
人
2
2
0
円
（
1
6
0
円
）

高
校
生
1
6
0
円
（
1
1
0
円
）

小
・
中
学
生
1
1
0
円
（
50
円
）

※�

（　
）内
は
、20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

8
月
1
日
㈯
～
8
月
30
日
㈰
は
、小・

中
高
生
入
館
無
料

「
あ
の
日
々
を
わ
す
れ
な
い

―
太
平
洋
戦
争
と
都
城
―
」

戦
後
75
年
の
節
目
と
な
る
本
年
。
戦
争

の
記
憶
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
収

蔵
史
料
や
小
中
学
生
な
ど
が
聞
き
取
っ
た

戦
争
の
体
験
談
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
展
示
史
料
の
例
】

・�

戦
時
中
の
手
紙
や
学
校
日
誌
な
ど
、
物

資
が
不
足
す
る
様
子
を
記
録
し
た
史
料

・�

防
空
頭
巾
や
携
帯
サ
イ
レ
ン
な
ど
、
空

襲
が
激
化
し
た
当
時
の
史
料

「
発
掘
速
報
展

み
や
こ
ん
じ
ょ
の
お
宝
発
掘
！
」

市
内
に
は
千
を
超
え
る
遺
跡
が
存
在
し

ま
す
。
本
企
画
展
で
は
、
近
年
の
遺
跡
発

掘
調
査
か
ら
分
か
っ
た
都
城
の
歴
史
を
紹

２
つ
の
企
画
展
を
同
時
開
催大野重幸　作　※明道小学校所蔵

空襲を受けた直後の明道小学校周辺のスケッチ

土角遺跡の堅穴住居内で出土した土器

氷冷蔵庫

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
展
示

の
見
ど
こ
ろ
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